
 
 

 

 

フォローアップ結果 

評点区分：順調に進んでいる 

全体を通した所見 

○ 「小さくても光る大学」を目指し、学長のリーダーシップの下、組織の機動力を活かした取組が

展開されつつある。 

 

○ 研究推進機構の設置により、全学協働体制で研究支援等を実施する体制を構築し、「ネットワーク

型 URA」として、チーム制による URA 制度の定着化を順調に進めていることが確認された。今後、こ

れらを通じた成果の創出を期待したい。 

 

特に優れた点 

○ URA の活動方針を策定し、様々なネットワークを活用して、「つなぐ」機能により、新たな価値の

創造を目指す「ネットワーク型 URA」として位置付け、URA のスキルアップのための体系的な研修シ

ステムを構築するとともに、他機関の URA との連携、「首都圏 URA バンク構想」など、独自の様々な

組織的展開を進めており、ロールモデルとなることが期待される。 

 

期待する点 

○ 研究体制の持続性を高めるためには、構想されている大学院強化策も含めたガバナンス改革の成

功が必須であり、学長のリーダーシップによる実現を期待したい。 
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